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校地面積 22,185 ㎡ 校舎面積 2,668 ㎡ 屋内運動場面積 729 ㎡

民家を借り受け、滝の下小学校と称する。
日新小学校滝の下分校と改称
新築校舎竣工。日新小学校滝の下分室となる。
浜田簡易小学校と改称
浜田尋常小学校と改称
自在山に位置変更、校舎改築
高等科を併置
校舎改築
校章制定
秋田県河辺郡浜田村立浜田国民学校と改称
秋田県河辺郡浜田村立浜田小学校と改称
秋田市立浜田小学校と改称
校歌制定
校庭整備工事竣工
創立90周年記念式典
グラウンド砂止め工事竣工
旧校舎体育館跡へ鉄筋モルタル校舎新築
観察池完成
秋田県学校保健推進校表彰
斎藤憲三顕彰会研究賞
プール竣工
創立100周年記念式典
ソニー理科教育振興資金論文優良校
秋田県教委より「むし歯予防推進校」
創立110周年記念集会
改築校舎並びに体育館完成
グラウンド全面改修工事（６月～８月）
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校舎改築落成・創立110周年記念式典
ソニー教育振興資金論文優良校
花壇コンクール全国優良賞・県特別優秀賞
斎藤憲三顕彰会研究賞（４年連続）
創立120周年記念式典
自然いっぱいオープンすくうる対象校となる。
２学期制の試行
創立130周年記念式典
憩いのキラキラ池に鯉を放流
守れ、活かせ里海里山推進事業指定を受ける。
校舎新築落成記念式典
校歌の碑除幕式
学校環境緑化整備事業として植樹（マサキ110本、ソメイヨシノ30本）
社団法人全国海岸協会「海岸功労者表彰」
海事関係功労賞表彰
大森山動物園ビジターセンター開所式に児童30名出演
創立140周年記念式典・学習発表会・祝賀会開催
浜田祝太鼓「浜田魂」披露
県よい歯の学校表彰「優秀賞」受賞
県花壇コンクール「秋田県知事賞」受賞
市緑化コンクール「秋田市教育長賞」受賞
市緑化コンクール「秋田市教育長賞」受賞
ソフトハンド浜田壁画制作
大雨による被害拡大のため秋田市小中学校一斉臨時休校
創立１５０周年記念事業実行委員会設立
海をきれいにするための一般協力者の奉仕活動大臣表彰
創立１５０周年記念式典・記念発表会
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こ　　と　　が　　ら 年　月　日 こ　　と　　が　　ら

猿　田　　　尚
髙　橋　直　美
田　口　智恵子
尾　形　千　潤
山　上　暁　子
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中　川　郁　子
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スパィビー まり子
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学級生活支援サポーター
配　膳　員
A 　 L 　 T
学 校 司 書

0 . 1
1 . 1
0 . 1
0 . 1
4 . 1
3 . 1
0 . 1
2 . 1
2 . 1
3 . 1
0 . 1
1 . 1
20.1
2 . 1
1 . 1
3 . 3
0 . 5
1 . 1

学校経営
学校運営、特別支援コーディネーター
事務、財務、校内外環境
保健室経営、給食主任

特別活動主任、キャリア教育、算数、音楽
教務主任、情報教育主任、外国語、社会
生徒指導主事、体育主任、体育、家庭
環境主任、図工

学習指導
庶務、環境整備
庶務、印刷、環境整備
学級生活支援
学級生活支援
給食配膳
外国語学習指導助手
学校図書館司書

沿革の概要

職員一覧 学年別人数

校章の由来

学 校 医 学校運営協議会委員 PTA役員
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浜田地区体協会長
浜田振興会会長
浜田地区民生児童委員協議会会長
西 岸 寺 住 職
 浜田振興会常任理事
ＰＴＡ　会　　長
ＰＴＡ　副 会 長
ＰＴＡ　副 会 長
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朝の会
朝の活動

朝の会　健康観察　朝の活動

長休み（25分）

給食（40分）

歯磨き（５分）
昼清掃（15分）
昼休み（20分）
読書タイム（10分）

帰りの会（10分）

Iゾーン（1､2校時）

Ⅱゾーン（3､4校時）

Ⅲゾーン（5､6校時）
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　盾の形をした中
央の「田」は、「た
て→館→やかた」
ということで学校を表してい
ます。また、それを囲む３つの
「ハマ」は内浜田、中村、滝ノ
下の３地区を表しています。

特別支援教育主任、図書主任、国
語、理科、保健主事

研究主任、道徳、生活、総合的な
学習、ふるさと教育



経営の重点

躍動する浜田小の１年

学校経営の概要
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本校の研究

かしこく　　ゆたかに　　たくましく
～徳・知・体のバランスがとれた子どもの育成～

○体力の向上
○健康教育の充実
○危機回避能力・危機対応能力の育成

たくましい心と体の育成
○道徳教育の実践
○絆づくり教育プランの推進
○読書活動の充実

豊かな心の育成

○一人一人に居場所があり充実感を味わえる学級・学校
○明るくはつらつとした生活
○学ぶ意欲を高める教育環境
○特別支援教育の充実
○家庭・地域との一体感のある学校

楽しい学級・学校づくり
○三つの「わ」のある授業
　　わらいのある授業・わくわくする授業・わかる授業
○基礎・基本の徹底
○考えを伝え、共有し、よりよいものに練り合う指導の充実
○学習指導要領の趣旨の具現化を図る研究・研修の推進

子どもの将来を見据えてかかわる教職員
謙虚に学び自己研鑽に励む教職員
だれからも信頼される教職員

温かい雰囲気の学校
笑顔のあふれる学校
清潔感のある学校

○ふるさと教育を基盤として、地域に根ざしたキャリア教育を進める。
○全教職員が子ども一人一人とかかわり、創意を結集して活気に満ちた
　学校経営を行う。

分かる授業を実践し、学び合い・高め合う力の向上

こんな教職員に

方　針

学校教育目標 「かかわり合い、伝え合い、高め合う子どもの育成」
～自ら考え、表現し、学び合う子どもの姿を目指して～

研究主題

こんな学校に
きはきはなす浜田っ子
すますがんばる浜田っ子
れとでもなかよし浜田っ子

こんな子どもに
①主体的に表現しようとする意欲を高めるための課題や学習の場の設定
②自分の考えを伝えるための話し方や表現の仕方への支援
　（話し方・思考スキル・思考ツールの活用・ＩＣＴの活用）

①習熟を図るための取組（ノート指導、チャレンジテスト等）
②家庭学習の習慣化を図るための取組（手引きの活用、ノート展等）
③言語活動・言語環境の充実（ことばのコーナー、読書の推進等）

・修学旅行　
・避難訓練
・まんたらめ宿泊研修
・開校記念日
・学習発表会

・浜清掃　・ＰＴＡ授業参観
・サンドアート作り
・保護者面談　
・大森山動物園体験学習

・雪国防災訓練　・新１年生交流会
・なわとび集会
・冬の大森山動物園学習　
・ＰＴＡ授業参観
・６年生を送る会
・卒業式　・修了式

方策２　学びを充実させるための基礎・基本の定着

①特別な教科道徳、特別活動、総合的な学習の時間と各教科との教科横断的な視点
②児童や学校、地域の実態把握と、家庭や地域との連携
③ＰＤＣＡサイクルの推進

方策３　関わり合い、伝え合い、高め合う子どもを育成するためのカリキュラム・マネジメント

方策１　表現力を育成するために

運動会入学式

浜清掃 スダックスえさやり サンドアート

修学旅行 学習発表会まんたらめ

なわとび集会 卒業証書授与式
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子ども
の実態

子ども
の変容 計 画

実 践評 価
・始業式　・入学式
・交通安全教室
・ＰＴＡ授業参観
・１年生を迎える会
・運動会　・避難訓練
・花壇苗植え


